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今月の各種申請の締め切りは2月10日（水）です。耕作された元気な畑から村の未来が見えます。
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農業委員会だより

子供の頃から土いじりが好きで、5年前に中学からの

夢だった農業を始めました。 

今、日々勉強と研究を重ね、チンゲン菜・山ほうれん

そう・サラダ菜を作っています。 

 農業者年金は経営改善計画を作るときに農業委員

会で説明を聞き、妻と一緒に加入しました。手続き時

にJA職員から、妻も国庫補助を受けられる資格があ

ると教えてもらい助かりました。老後働けなくなる不安

は誰でもありますからね。だからどんな制度なのか機

械があればよく説明をきいて欲しいです。 

 農業委員会で農業者年金担当をしていた頃に制度の良さ

を実感していたので、退職とともに加入しました。担当者時

代、旧制度の受給者である父親の「国民年金のほかに農

業者年金があって助かる」の一言で絶対農家のためになる

制度と確信し農業年金を勧めてきました。農家の皆さん、

現在納付中の国民年金の６５歳からの受給額は満額納付

された方で、夫婦で年間156万円程度です。冠婚葬祭等お

付き合いの多い県民にとって充分な額とは思えません。 

50代からでも節税しながら、将来の年金の足しとなるので

是非農業者年金に加入して、安心できる老後を迎えましょう。 

津波（1/12） 

  山内典貴委員・比嘉悟委員 

 

喜如嘉（1/14） 

  前田貞夫委員・玉城等委員 

 
耕作可能な農地か

調査しました！ 

農業経営改善計画 認定審査会を開催（1/12） 

主催：大宜味村担い手育成総合支援協議会   

産業まつりでの様子 

（1/16～1/17） 

産業まつりでは、農地相談会
のコーナーを設置したり、パ
ネルには農業委員の仕事や、
大宜味村の農業を分析した
データを展示しましたよ♪ 

夫婦で加入しました 
国からの補助も魅力です 

国民年金だけでは厳

しいのが現実ですね 
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白浜地区 比嘉 悟 農業委員 

公益財団法人沖縄県農業振興公社（農地中間管理機構）では、地域農業と調和して営農できる、意
欲ある担い手へ農地の集積を図るため、借受希望者（受け手）の募集を行います。 
農地中間管理事業は、募集に応じた人の中から、地域の人・農地プラン等を考慮し、認定農業者等の
最も適切な担い手を市町村や農業委員会と調整した上で、農地の借受者として選定する仕組みです。
そのため、借受けを希望する方は応募が必要です。  
応募にあたっては、公社HP 上の「（公財）沖縄県農業振興公社農地中間管理事業規程」を確認の上、

「農用地等の借受申込書」を提出して下さい。 

 
申請書類および提出方法 

 
・提出する書類 

 農用地等の借受申込書（公社HPま

たは産業振興課） 
 
・申請の方法 

借受希望地のある市町村の農政担

当課へ持参又は郵送して下さい。 

・広域又は複数の市町村で借受を希

望される場合は（公財）沖縄県農業

振興公社へ持参又は郵送して下さい。 
 
※メール、ファックス、電話による申

込は不可とします。 
 
担当 ： 産業振興課 山城 元樹 

前田 文彦 

  ☎ 0980-44-3232 
 

シークヮーサー産地振興協議会に参加している農家さんの

中から、12名が今回の事業を受ける事となりました。 

    
昨年に引き続き着果量が多かったものの、加工用需
要の減少で収穫されていない果実が,樹上に多数残っ
たままとなっています。 
 12月後半から2月にかけて収穫される完熟（フルー
ツ）果実は、県内市場では高単価が見込まれていま
すが、カラス等による被害によって収穫量が安定しま
せん。 
 そこで防鳥ネットのモデル展示圃を設置することに
より、高単価の見込めるフルーツシークヮーサーの技
術普及を促進します。 

事業の目的  

ネットの中です！ 

事業の紹

介コーナー 


